
事  業 

名 
三和北 深めよう親子の絆プロジェクト 

団  体 

名 
古河市立三和北中学校ＰＴＡ（古河市） 

連携・ 

協働団体 

古河市青少年相談員、晃陽看護栄養専門学校、 

古河市立諸川小学校、大和田小学校、駒込小学校 

事業の 

ねらい 

様々な活動に親子で取り組む経験を通して、親子の絆を深め、生徒の健全育成を目

指す。 

活動の内

容 

１ 親子地域清掃活動 

平成 26年 5月 18日、11月 16日 

内 容 古河市で実施する市民総ぐるみ清掃とタイアップし、学区内地域にて親

子で清掃活動を行った。 

２ 親子ふれあい奉仕作業 

平成 26年 5月 31日、11月 29日 
内 容 学校敷地内外の除草や清掃活動に親子で取り組んだ。 

３ 親子で元気にあいさつ運動 

平成 26年 9月(3回)、11月(3回)、平成 27年 1月(2回) 
内 容 市内の小学校 3校に出向き、生徒と保護者、青少年相談員がのぼりを立

て、たすきを着用して、登校してくる小学生に対して挨拶を交わした。 
４ 親子で作って、食べて、語ろう会 

平成 26年 12月 4日 
内 容 15 名の保護者を対象に、晃陽看護栄養専門学校において、フランス料

理のコースメニューの指導を受け、各家庭で料理を作り、会食した。 
５ 親子で将来の夢について語ろう・感謝の気持ちを表そう 

平成 27年 2月 25日 
内 容 小グループを作り、親子で将来の夢や現在の不安、悩み等について話し

合った。また、色紙に親への感謝の気持ちを書き、保護者の前で読み上げ、
親へ手渡した。そのほか、青少年相談員さんにも感謝の気持ちを色紙に寄
せ書きして贈った。 

効果及び 

自己評価 

・校内での親子ふれあい清掃活動の後、日頃お世話になっている地域の方々へ感謝の

気持ちを表すことを目的に、地域でも清掃活動を行い、お礼の電話をいただいた。 

・親が子に釜の使い方を教えたり、やって見せたりすることで、「親子の会話が増え

た」などの意見が多く見られた。 

・保護者が生徒に心を込めたあいさつの仕方をアドバイスしたりすることで、親子の

関わりができた。 

・各家庭での調理、会食後のアンケートでは「子どもと一緒に料理することで、大変

さやありがたさを実感できた」「会食では、学校生活のことなど、様々なことが話題

に上がり、じっくりと話ができた」という感想が寄せられた。 

・普段話しづらいことでも、小グループで話し合うようにしたため、話しやすかった

ようである。親に本気で想いをぶつける生徒も見られ、大変好評だった。 

問合わせ

先 

古河市立三和北中学校ＰＴＡ 

〒306-0126 古河市諸川 1995 

TEL  0280-76-5900 

活動の様

子 

  

 


